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東京都における教育振興基本計画として策定されました

「東京都教育ビジョン（第３次・一部改定）」において，「取

組の方向１ 個々の子供に応じたきめ細かい教育の充実」の主

要施策２として「理数教育の推進」が挙げられております．

そこには，「グローバル化が進み，日進月歩で技術革新が行わ

れる社会において，科学技術の分野で我が国が世界をリード

していくためには，児童・生徒の理科や数学等への関心を高

め，理数好きの児童・生徒の裾野を拡大するとともに，科学

技術の土台となる理数教育の一層の充実を図り，科学技術立

国日本を支える人材を育成することが必要である．」と述べら

れています．教職員研修センターでは，そのために必要な教

員の指導力向上を目指した研修の充実に取り組んでいます． 

 平成30年度においては，学習指導要領等改訂のポイントや

数学的活動の一層の充実など具体的な内容を取り入れた研修

を展開しました．また，大学と連携した研修も実施しまし

た．平成31年度に向けては，これらに加えて，それぞれの校

種に応じた学習指導要領に関する研修を実施します．算数・

数学の開設予定の専門性向上研修は以下のとおりです． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成30年７月に示されました高等学校学習指導要領解説 

数学編 理数編では，数学科改訂の趣旨として，「高等学校数

学科においては，数学的に考える資質・能力を育成する観点

から，現実の世界と数学の世界における問題発見・解決の過

程を学習過程に反映させることを意図して数学的活動の一層

の充実を図った．また，社会生活などの様々な場面におい

て，必要なデータを収集して分析し，その傾向を踏まえて課

題を解決したり意思決定をしたりすることが求められてお

り，そのような資質・能力を育成するため，統計的な内容等

の改善・充実を図った．」と述べられています．ポイントとし

ては，①数学的に考える資質・能力を育成する上で，数学的

な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して学習を展開す

ることを一層重視すること，②統計的な内容等の改善・充実

を図ることの２つが挙げられます．平成31年度は，東京都高

等学校数学教育研究会と連携して，統計的な内容の指導力の

向上を高める研修を実施する予定です．先生方にはこれらの

研修を効果的に活用していただくことにより，一層の指導力

向上につなげていただくことを期待しています． 

東京都教職員研修センターだより 

 
研修部専門教育向上課 指導主事 平澤 庄吾 

 

平成30年度 

 

平成31年度 

算数ⅠＡ（小・特） 算数Ⅰ（小・特） 

算数ⅠＢ（小・特） 数学ⅠＡ（中・高・特） 

数学Ⅰ（中・高・特） 数学ⅠＢ（中・特） 

算数・数学Ⅱ 

（小・中・特） 

算数Ⅱ（小・特） 

数学ⅡＡ（中・特） 

数学ⅡＡ（高） 数学ⅡＢ（高・特） 

数学ⅡＢ（中・高・特） 

※都数研連携 

数学ⅡＣ（中・高・特） 

※都数研連携 

数学Ⅲ（中・高・特） 数学Ⅲ（中・高・特） 

※（ ）内は募集対象の校種 

 平成３０年３月３０日付で,高等学校学習指導要領の全部を

改正する告示等が公示され,１年弱が経過したところです.今回

は，数学教育の充実に向けて，国の動向を３点ご紹介させてい

ただきたいと思います． 

 今回の改訂では,社会に開かれた教育課程の重視や,知識の理

解の質を高め資質・能力を育む主体的・対話的で深い学びの実

現,カリキュラム・マネジメントの確立が求められており,各学

校においては新学習指導要領の準備として,様々な検討がなさ

れているところと思います.平成３０年８月には，「高等学校学

習指導要領の改訂に伴う移行措置並びに移行期間中における学

習指導等について（通知）」が示され，平成３４年度以降に理

数に属する科目を開設し，総合的な探究の時間と代替すること

を検討している場合には，移行期間中の総合的な探究の時間の

指導に当たり，数学的な手法や科学的な手法などを用いて探究

を行うことができることになりました．今後も,新学習指導要

領等の動向を注視していただくとともに，数学の分野において

も探究活動の推進に取り組んでいただきたいと思います． 

 また，次年度から「高校生のための学びの基礎診断」が活用

できるようになります.これは,高校等の実態に応じて選択でき

る多様な測定ツールを利活用して,高等学校における基礎学力

の定着に向けたＰＤＣＡサイクルの構築が期待されている取組

で,高等学校卒業に必須のものではありません.生徒の基礎学力

の定着のため,東京都では,学力スタンダード学力調査に,学校

独自の学力調査問題の代替として文部科学省が認定したツール

の活用も可能になります. 

さらに,平成３０年９月に「スーパーサイエンスハイスクー

ル（ＳＳＨ）支援事業の今後の方向性等に関する有識者会議報

告書」が示され，Society5.0 をはじめ,社会環境の変化や学び

の在り方の変容を踏まえ,ＳＳＨ事業において,将来の科学技術

イノベーションを牽引する人材に必要とされる資質・能力を培

う機能をより高度にすることが求められました. 

このような取組を受け，東京都教育委員会では，平成３０年

度の教育研究員数学部会で「数学的な見方・考え方を働かせ,

数学的活動を通して,深い学びを実現するための授業改善と学

習評価」を研究主題とし，主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業改善の研究を行いました．また，研究開発委員会数学

部会では，「カリキュラム・マネジメントの視点に立った,数学

科における『深い学び』を実現するための指導方法の開発」の

研究主題の下,教科等横断的な学習を充実させ,他者と協働し伝

え合う数学的活動を取り入れることで，主体的・対話的で深い

学びを実現させる研究を行いました. 

 さらに,東京都の理数教育を推進する理数アカデミー校や理

数リーディング校をはじめ,理数研究校や研究施設で研究活動

を行う理数研究ラボを通じて,数学や理科に興味・関心をもつ

生徒の裾野を広げる取組を進めております.  

東京都高等学校数学教育研究会の皆様には，授業改善の取組

を一層進めていただき，東京都の数学教育の更なる発展に御尽

力くださいますようお願い申し上げます． 

指導部だより 

 指導部高等学校教育指導課 指導主事 福田由紀子 


